
災害ボランティアセンターについて

令和７年７月２４日（木）
藤枝市社会福祉協議会
福祉推進課 地域支援係
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＜内容＞
①社会福祉協議会（社協）について
②災害ボランティアセンターとは？
③社協が災害ボランティアセンターを担う理由
④藤枝市災害ボランティアセンター運営の流れ
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つまり、社協は・・・

①市役所× 民間○

②全国市区町村どこにもある

③「住民主体のまちづくり」が任務！！

3

民間の社会福祉活動を推進することを目的とした営利を目的としない民間組織。

社会福祉法第１０９条に基づき、地域福祉の推進役として住民の福祉課題の解決に

取り組みながら、地域住民、民生委員・児童委員、社会福祉施設、社会福祉法人等

の社会福祉関係者、保健・医療・教育など関係機関の参加・協力のもと、地域の人

びとが住み慣れたまちで安心して生活することのできる「住民主体の福祉のまちづ

くり」の実現を目指し、さまざまな活動を行っている。

①社会福祉協議会（社協）について



地域福祉とは

住民の暮らしに寄り添い、それを支える活動を地
域住民や福祉関係者などが協働して進めていくこと

（社会福祉法第４条 地域福祉の推進）抜粋

地域住民、社会福祉を目的とする事業を経営する者及び社会福祉に関する活動を行う者

（以下、地域住民等）という。）は、相互に協力し、福祉サービスを必要とする地域住民

が地域社会を構成する一員として日常生活を営み、社会、経済、文化その他あらゆる分野

の活動に参加する機会が確保されるように、地域福祉の増進に努めなければならない。
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主な事業内容
・地区社会福祉協議会の支援 ・生活支援体制整備事業

・居場所づくりの促進（ふれあいサロン、会食会等）

・福祉教育の推進 ・ボランティア活動の推進

・災害時の体制整備 ・広報啓発活動

・成年後見支援センターの運営 ・法人後見事業

・日常生活自立支援事業 ・介護保険事業 ・障害福祉サービス事業

・生活サポートサービス「キー坊大縁隊」・地域包括支援センターの運営

・放課後等デイサービス（ルピナス）の運営

・生活介護事業所（ポップライフ）の運営

・各種福祉施設の管理運営（老人福祉センター、放課後児童クラブ 等）

・各種相談事業（生活困窮者自立相談支援事業、福祉総合相談、

委託相談支援事業、各種資金の貸付相談等）

・共同募金運動（赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金）

ご相談ください！
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②災害ボランティアセンターとは？
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地震

津波

地震

能登半島地震 輪島市

熊本地震 益城町

東日本大震災 石巻市
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風水害

水害

土砂災害

提供：災害救援レスキューアシスト

提供：呉市社会福祉協議会

令和元年度房総半島台風 鴨川市

平成30年度7月豪雨災害 呉市

平成30年度7月豪雨災害 西予市



被災後の対応
自助：自分たちでの応急対応
共助：隣近所、自治会・町内会、自主防災組織、

民生委員…
公助：行政・制度による対応

災害の規模が大きくなればなるほど、行政
の対応力には限界が…

家族で、近所で、自分の暮らす地域の助け合いで対応できるこ
とが理想

しかし、身近な地域での助け合いだけでは対応できなくなった時に…
どうしますか？
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・大規模災害が起こった際に、災害ボランティア活動を円滑に進めるために設置され
る、復興支援活動の拠点。被災者の生活再建のためにボランティアの力を届ける仕組
み。
・ボランティア活動内容は瓦礫の撤去や泥だし等だけでなく、被災地域のコミュニテ
ィの再建も含め、長期的に関わっていく拠点になる。
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つなぐ役目

被災者
困りごと

困りごと

困りごと

Aさん

Bさん

Cさん

災害ボランティアセンター

ボランティア

災害ボランティアセンターの役割



大規模災害が発生した際に、必要に応じて藤枝市が設置し、
藤枝市社協が市や関係団体等と協力をしながら運営をします。
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藤枝市地域防災計画
第73節 ボランティア活動支援計画
１．災害ボランティアセンターの設置

及び運営

「文化センター」または「福

祉センターきすみれ」,

必要に応じてサテライトの設

置を検討することになってい

るよ

災 害 発 生 

市 市社協 

  

 

市災害対策本部会議 

（市災害 VC設置の協議） 

藤枝市福祉活動支援本部 
調整会議  

本部長（事務局長） 市災害 VC設置の決定 

災害 VC設置・運営 

・市災害 VC 設置に
向けた事前準備 

・被害状況把握 

市災害対策本部設置 

災害VC設置要請・委託 

情報共有 

協力団体等への協力依頼 

防災計画に「市は、災害対策本部を設置
した場合、被害状況を把握し、藤枝市社協
と情報共有を図る中で、必要だと判断した
場合は災害ボランティアセンターを設置し、
藤枝市社協に運営を委託する」ことが明記
されています。



社協が
担う

社協と
地域の
担い手
が連携
して担
う

1. 被災者の相談・困りごとを把握する機能

⮚被災した人に直接伺うだけでなく、日常的な地域のつながりを活かし、地域住民等
の協力を得ながら、さまざまなな方法で被災者の困りごとを把握する

2. 多くのボランティアの力を被災した人につなげる機能

⮚ボランティア活動を希望する人たちを受け入れるための周知や広報を行う

⮚ボランティア活動を希望する人たちを受け入れ、被災者につなぐための調整をする

3. 専門的な知識や技術がある人や機関に仲介する機能

⮚ボランティア活動だけでは対応できない部分を専門家（職）や機関と調整、仲介し、
被災者の困りごとに対応できるようにする

ボランティアセンターの基本機能

被災者の生活再建のために、ボランティアの力をつなげる３つの機能
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地域の助け合いやボランティアの力は、被災者のできるだ
け早い回復につながる。
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行政も社協も被災する可能性あり、災害
時の対応に追われる

地域の様々な人たち・組織の参加と
協力が不可欠

被災者の生活状況や心理は、日常（災害
前）よりも低下し、少しずつ回復する

●災害時には困りごとを抱える人たちがたく
さん出てくる

●日常から困っている人たちを支える人たち
も被災する

●日常から困っている人たちがより困る状況
になる

ボランティアの力

地域の助け合い

発
災 時間の経過

生
活
状
況



地域の力、ボランティアの力
日頃から知っている人たち同士だからこそ、できることがある

さらに足りない部分を「ボランティア」の力で補う

災害によって
困りごとを抱える人たち

行政の対応

身近な配慮や気遣い

ボランティア
のサポート

地域の支え合い
助け合い
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被災者の困りごとはわかりにくい

・「助けて」「お願い」と言うのは、とても大変なこと

・支援したい人は多いが、支援されたい人は案外
少ない（普段も、災害時も）

・日常的にお手伝いをしようとする側にとっては
大したことなくても、お手伝いしてもらう側にと
ってはハードルが高い

災害時でもこうした気持ちを生じるのが当然

困りごとはすぐに言葉にできず、

言いにくい、他の人にはわかりにくい→

ニーズは
待っていても
あがって来な
い！

自分だけ「助けて」なんて言えない
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③社協が災害ボランティアセンターを担う理由
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◎地域を基盤に活動を展開
・日常的に住民と接している（地縁組織と顔の見える関係がある）
・センター閉所後は、社協の本位機能として、被災者の生活支援、被災地の復興支援にあたる

◎地域福祉を推進する団体としての機能・事業
・社協は平常時から「ボランティアセンター」という機能を有する
・福祉の相談機関・福祉サービス事業者として要援護者を把握している
・もともと使命として、地域の生活課題を把握し、解決する機能を有している
・行政や幅広い機関、団体と関係を構築している
・民間としての機動力がある

◎全国的なネットワークを有する組織
・すべての自治体に存在する
・全国的なネットワークを有している 等



近年の災害に関する動向

・近年、地震や豪雨災害等の自然災害が頻発化、激甚化、被害の広域化

・新型コロナウイルス感染症の流行下において、被災地外からの支援

が困難

・南海トラフ地震・首都直下地震など

想定される大規模災害では、

被災地外からの支援が困難

となることが想定

社協 災害時
の対応

社協だけでの対応も限界がある⋯
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協働型ボランティアセンターの運営

地域のさまざまな担い手の参加と協力により、災害ボタンティアセンタ
ーを運営することが理想

地域住民

民生委員

NPO団体 大学・学
校

青年
会議所

ライオン
ズクラブ

企業

その他団
体

災害ボランティアセンター

行政（市）

市社会福祉協議会

地域自治組織 近隣市町社協
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災害ボランティア活動は多種多様
●被災者の生活再建のため＝日常を回復するためのサポート

写真提供：（上）震災がつなぐ全国ネットワーク／（下）Nukiito 写真提供：（上）Nukiito／（下）MFP 写真提供：（上（下）ピースボート災害支援センター

足湯ボランティア活動 炊き出し 避難所での声がけ

子ども支援避難所での健康チェックマッサージ
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災害時のボランティア活動

家の片付け・清掃
ごみの分別、運び出し
泥出し、雪かき作業
探しもの、写真洗浄
物資の仕分けや配布

サロン、交流イベント、
相談会や勉強会など

チラシやミニコミ誌づくり

炊き出し、
避難所のお手伝い
入浴・通院・買い物・配食
学習支援・遊び相手
ペットのお世話
引っ越しのお手伝い
話し相手

作業・片付け

情報

イベント暮らしの手伝い

被災者の困っていることにあわせて、

「なにかしたい」という人ができることをする

特定の人しかできないことではない

過去の
実例
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災害ボランティアセンターが目指すところ

・センターの最大の目的は、被災者の生活再建への支援

・支援活動は目的を達成するための一つの手段。活動を行うことで、

その先の被災者の生活面や精神面等をどのように支えることができ

るのか、また被災者、被災地域の力をどのように引き出すことがで

きるのかを考えながら被災者の生活再建を目指します
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④藤枝市災害ボランティアセンター運営の流れ

●災害ボランティアセンター設置場所 ※必要に応じてサテライトの設置を検討

◎藤枝市文化センター ◎福祉センターきすみれ

●市が設置し、市社協、災害ボランティア・コーディネーター藤枝（VCF）をは
じめとした関係団体・組織等が連携しながら運営

●協定：石川県白山市、埼玉県深谷市、藤枝ライオンズクラブ、藤枝青年会議所

藤枝市協力雇用主会 、マジオドライバーズスクール藤枝校

●災害備蓄倉庫の設置、備品の用意
きすみれ、亀寿の郷、ふじトピア第２開寿園、愛華の郷
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ボランティア活動希望者

藤枝市災害ボランティアセンターの運営の流れ

被災者

ニーズ（困りごと）の受付
※電話・来所・訪問にて

ボランティアの活動先の現地調査
※活動先の状況を実際に確認します

班内調整会議

※現地調査の結果を踏まえて、ニーズ
の受理・不受理を判断します。

受理されたニーズ

・ボランティア受付・オリエンテーション

受理ニーズとボランティアのマッチング
（活動先の調整）

活動先でのボランティア活動

・活動内容説明 ・資機材の貸出
・活動先への送り出し

活動報告

活動終了後
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R4.9.23 台風15号被害状況
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◆ボランティア依頼件数（対応件数）：１３８件
対応地域：稲葉、葉梨、広幡、藤枝、岡部

◆依頼内容：家財搬出・処分、畳の搬出、土砂のかき出し、
ゴミの仕分け、床板剥がし、床清掃、床下乾燥、
断熱材除去 ・・・など

◆ボランティア登録者：２２１名

◆ボランティア実活動人数（延人数）：５１４名
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活動実績



被災された方から聞かれた声

・これまで夫婦で頑張って片付けをしてきたけど疲れ切って
しまった

・不安ばかりで頭が整理できず何も手につかない
・外出する気力がなくなってしまった
・1人でどうしたら良いかわからず、死にたい気持ちになって
しまった
・食事も喉を通らないし、夜も眠れない
・ゴミを自分で捨てろと言われても、
こんなにたくさん運べない
・いろいろな手続きの仕方がわからない

災害ボランティア活
動の目的は、土砂出
しや濡れた家具の搬
出だけではない！
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どうしてつながることができた？

地域に気にかけてくれる人がいた！
・民生委員さんからの連絡
・自治会、町内会、環自協、交流センター等からの連絡
・近所の人からの連絡
「あのお宅の住人は耳が聞こえないから多分電話が
できない。行ってあげて！」
「あそこのお宅はまだ畳もあげていないから心配だよ」
「あの家は大丈夫って言っているけど、たぶん大変！」
「生まれたばかりの赤ちゃんがいる家があるから、
声をかけてあげて」
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最後に

□災害時には、様々な困りごとが発生する

□「助けて」「困った」は言いづらい、

見えづらい

□地域の力、隣近所の日頃の関係が大切

□様々な困りごとには、多様な担い手が必要

本当に困っている人は

潜在化している

自治会・町内会、民生委
員、地縁団体などが協力
し合ってニーズを見つけ
るための取り組みが大切

被災者の困りごとを把握できなければボランティアの力を活か
すことができない！
まずは、藤枝市災害ボランティアセンターにご連絡ください！
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いざという時に助け合える関係は、

日頃のつながりから！！

日常でできていないことは、

災害時にはもっと困ることになります。

今できることを少しずつ・・・

藤枝市社会福祉協議会
社会福祉法人
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藤枝市社協公式

SNS

登録
してね♪
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